
(写真: ｢本物の舞台芸術体簸事業｣より)

<主な内容>

町民遊動会 P2･-3

2007播いて河内いきいき祭開催

山中単眼読台は関するアンケート集計結第･･･P 4-5

生涯楽腎のとびら

e-丁axを胎めてみませんか････････川･･････川･川P 7

平成20年度幼推固入園児募集･･川･････川････川･ P 8

保健センター燈より川･･川･････川･･････川････川･P 9
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河内の秋を彩るイベント! 『第9回町民運動会(10月7日)』へ『'o7輝いて河内いきいき祭

(11月1-3日)』が開催されました｡

両イベントとも天候に恵まれ､たくさんの人たちが参加し､おおいに盛上がりました｡

-　}　I　､　-　音音　-　　-　γ　-

タイミングを台わせて- I (みん姑でジャンプ)　　　　　コントロ-Iし良く.カコ目掛けて(玉入れ)

擾勝は第Z分線!!

優　勝　　第2分館　177点

準優勝　　第3分館　1 70点

第3位　　第4分館　145点

イチ章　二.イチ章　二! (百足リレ-)

力の限りひっばれ- (つ檎ひき)

/i,.勉かわら

減19仰I′ノ! (1o了61)
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『輝いて河 いきいき祭』
11月1日(木)-3日(土)

冠二郎さんのバワフIし檎ステージIこ会場は大盛り上がり! I

各種模擬店はたくさんの来客で大盛況! I

■

消防コ〇十-では放水を償鹸! I

トレ-ニフグせンク-では,各種作品展が開かれました

茶道コ-ナ-では和のおもてなしを　　　　　多岐Iii賽子さんは観客と歌って踊っての楽しいステ-ジ

広~徴かわち
峨19牢1IノI (1a 161)
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アンケート集 佗hﾈｸ悗�
小･中学校の統合につきましては､現在､検討･推進をしております｡

皆様の声をいただきたく､今年7月に実施しました小･中学校統合についてのアンケ-ト集計結果をお知らせ
いたします｡なお､アンケート実施にあたり､こ協力ありがとうございました｡

三三三事案患I需暮雪二三

〇対　象用河内中学校通学区域全世帯　獲回収率

○発送数. 2, 1 59通　　　　　　丁垣~~--亘~~~~~モ

※アンケ-トは､回答用紙を通学区別に色

分けをして行いましたので通学区別の集

計をしております｡

回収件数　　　　　回収率

生　　板　　地　　区　　　　　909　　　　　　　343　　　　　　37 7%

源　清　田　地　区　　　　　了43　　　　　　　290　　　　　　390%

長　　竿　　地　　区　　　　　507　　　　　　1 84　　　　　　36 3%

喜平成21年生板小学校を利用しての統合について

区　　　　　分

賛　　　　　　　　　成

反　　　　　　　　　　対

無　　　　回　　　　答

会　　　　　　　　　計

区　　　　　分

生板地区

#　　　　2,159　　　　　　　817　　　　　　37息%

演清田地区

比　率　　　　　　　　　件　数　　　　　　　　　比　率

84.3%　　　　　　　　　　　1 84　　　　　　　　　　　　63.4%

13 7%　　　　　　　　　　　103　　　　　　　　　　　　35.5%

2 0%　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　1.0%

1 00 0%　　　　　　　　　　　　290　　　　　　　　　　　1 00.0%

長竿地区 全地区

件　数　　　　　　　　　比　率　　　　　　　　　件　数　　　　　　　　　比　率

賛　　　　　　　　　成　　　　　　1 0 1　　　　　　　　　54.9%　　　　　　　　　574　　　　　　　　　　70.3%

反　　　　　　　　　　対　　　　　　　　82　　　　　　　　　　44.6%　　　　　　　　　　232　　　　　　　　　　2&4%

無　　　　回　　　　答　　　　　　　1　　　　　　　　　　05%　　　　　　　　　11　　　　　　　　　1.3%

A　　　　　　　　　計　　　　　　184　　　　　　　　　1000%　　　　　　　　　817　　　　　　　　　100.0%

〆賛成に回答いただいた場合でも､要望ご意見欄で平成21年生板小学校を利用しての開校には反対と読み取れる場合は反対に集計しております｡

○中学生以下の子供の有無別集計

L±_臆臆臆臆板書臆__:_｣L f…鞄業J下の子供肌､る比　率

(　　賛　　　　　　成　　104　　　81 3%

反　　　　　　　　　　対　　　　　　21　　　　　164%

無　　　　回　　　　答　　　　　　3　　　　　　　23%

A　　　　　　　　　計　　　　128　　　　　1000%

源　滝　T_臆｢三上‡学霊IJ下の子供がいる
比　率

成　　　　　61　　　　　550%

対　　　　　　50　　　　　　45 0%

答　　　　　　0　　　　　　　00%

計　　　　l ‖　　　　　lcoO%

中学生以下の子供がいる

件　数　　　　　比　率

成　　　　　　32　　　　　　47 1%

対　　　　　　35　　　　　　51 5%

=　　　　　　1　　　　　　15%

計　　　　　　68　　　　　1 00 0%

全　　　　地

質

反

無　　　　回

｣ゝ
i:i

i

｣表　書豊下の子供がいる比　率
成　　　　197　　　　　　64 2%

対　　　　106　　　　　　34 5%

=　　　　　　　4　　　　　　　13%

計　　　　　307　　　　　1coO%

中学生以下の子供がいない

件　数　　　　　比　率

184　　　　　　　86 4%

26　　　　　　　12 2%

3　　　　　　　　14%

213　　　　　　1(X)0%

中学生以下の子供かいない

件　数　　　　　比　率

121　　　　　　　688%

52　　　　　　　　29 5%

3　　　　　　　17%

1了6　　　　　　1000%

中学生以下の子供がいない

件　数　　　　　比　率

68　　　　　　　59.1%

47　　　　　　　　40.9%

0　　　　　　　　0.0%

1 15　　　　　　100.0%

中学生以下の子供がいない

件　数　　　　　比　率

373　　　　　　　　74.0%

1 25　　　　　　　　248%

6　　　　　　　12%

504　　　　　　1 00 0%

無回答(子供の有無不明)

件　数　　　　　比　率

1　　　　　　　　5○○%

0　　　　　　　　　○○%

1　　　　　　　　500%

2　　　　　　　1○○0%

無回答(子供の有無不明)

件　数　　　　　比　率

2　　　　　　　　66.7%

1　　　　　　　　33.3%

0　　　　　　　　　00%

3　　　　　　　1 (X).0%

無回答(子供の有無不明)

件　数　　　　　比　率

1　　　　　　1 00.0%

0　　　　　　　　　00%

0　　　　　　　　　00%

1　　　　　　1000%

無回答(子供の有無不明)

件　数　　　　　比　率

4　　　　　　　　667%

167%

167%

l(X)0%
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〇年代別集計

区　　分
総　計　　　1O代　　　　2O代　　　　30代　　　　40代　　　　5O代　　　　60代　　　7O代以上　　S回答

人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比

賞　成　574　70.3%　1 50.0%　11 64.7%　67　6乙0%　89　70.6% 136　67.0% 134　7乙8% 136　773%　0　　00%

反　　対　232　2包4%　1　50.0%　　6　35.3%　38　352%　36　2&6%　67　330%　46　2ま0%　38　216%　0　　00%

無回答　11　l.3%　　0　0.0%　　0　0.0%　　3　　乙8%　1　0.8%　　0　0.0%　　4　2.2%　　2　11%　1 1000%

合　計　817 1coO%　　2 loo.O%　17 1()a.O% log 10OO% 126 100.O%　2O3 100O% 184 100.O% 176 100O%　1 1000%

喜統合に対する要望･ご意見(主なもの)
･児童数が多くなれば､友人も増え競争率が上がり学力U Pにもなるのではないでしょうか｡
･児童数の減少から統合は仕方ないことだと思う｡
･統合には賛成｡少人数の学校は目が届いて良いが､小人数の学校では中学"高校と進んだとき不安である｡

"スク-ルパスの充実を願います｡交通安全対策を充実させていただきたい｡
･統合には賛成だが､生板小学校を利用することには反対です｡
･統合するのであれば3地区の中央である源清田小へ統合するべきである
･平成21年4月は早すぎる｡じっくり時間をかけて検討するべきである

"源清田･長竿の2校統合でよい｡それから3統合でも良いのでは｡

･長期的に見れば町の中央に新設し4校統合するべきである｡
･複式学級になろうと地域に小学校はあるべきである｡

音音二三確聞漢I

漢対　象出金江津中学校通学区域全世帯

喜発送敬　白1,256通

園平成21年河内中学校を利用しての統合について

回収件数
244

230

喜中学生以下の子供の有無別集計

区　　　　　分

賛　　　　　　　　　成

反　　　　　　　　　　対

無　　　　回　　　　答

∠ゝ　　　　　　　　　　計

■年代別集計

区　　分

中学生以下の子供がいる

件　数　　　　　比　率

4 1　　　　　　2乙4%

1 38　　　　　　　75.4%

4　　　　　　　　乙2%

183　　　　　　1000%

喜回収率

発送件数

回　収臆　率

50.3%

47.4%

乙3%

1 00.0%

回収件数　　　　　　回収率

1 ,256　　　　　　　　485　　　　　　　　38,6%

賛成に回答いただいた場合でも.

要望こ意見桐で平成21年河内中学校

を利用しての開校には反対と読み取

れる場合は反対に集計しております｡

中学生以下の子供がいない

件　数　　　　　比　率

203　　　　　　　67.9%

9 1　　　　　　　30.4%

5　　　　　　　　1.7%

299　　　　　　1 (X).0%

無回答(子供の有無不明)

件　数　　　　　比　率

0　　　　　　　　0.0%

｢　　　　　　　　33 3%

2　　　　　　　　66 7%

3　　　　　　　1(X)0%

総　計　　　10代　　　　2脈　　　　30代　　　　40代　　　　50代　　　　60代　　　70代以上　　無回答

人数　構成比　人数　構成比　人数　機虞比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比　人数　構成比

賞　成　244　503%　0　00%　0　0.0%　11 216%　29　30_5%　73　55-3%　67　609%　64　696%　〇　　〇〇%

反　　対　230　474%　　0　00%　　2 100.0%　40　7&4%　64　6了.4%　55　417%　42　3色2%　25　272%　2　667%

無回答　11　23%　　0　00%　　0　00%　　○　○.0%　　2　　乙1%　　4　　3.0%　1　0.9%　　3　　32%　1　333%

合　計　485 100.0%　　0　00%　　2 1000%　51 1(調.0%　95 1(鳩.0% 132 100.0% 110 100.0%　92 1000%　3 1000%

喜統合に対する要望･ご意見(主なもの)
･生徒数が多ければ学習･スポ-ツ面において競争意識が高まり良いと思う｡

･多様な人間関係に早く慣れるため良い｡

.今後の生Z走数減少からこの統合は止むを得ない｡部活動が少な<なるのはさみしい｡

･通学の安全やしっかりしたパスの運行が充分検討され確保できれば統合は賛成｡
･統合するのであれば町中央へ新設するべきである｡

･平成21年度は早すぎる｡じっくり時間をかけて検討するべきである｡

･今のままで良い､統合する必要はない｡

"通学パスが運行されても､河内中学校は遠すぎる｡

･金江津地区のみが身体的､精神的､経済的な負担が強いられるのはおかしい｡

･町の歳出を見直し､無駄を無くせば新設のための予算が出来るはず｡

漢書

○資料提供及びお問い合わせ先　町教育委貴会学校教育グル葛プ　丁[し8 4 - 3 3 2 2

広戯かわg
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◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町教育委員会事務局生濫学習G

曾029了-84-2843 (中央公民彊内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で生涯を
通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では､定期的に生涯学習に関する情報(案内や結果など)

を提供､お知らせしていきます｡

¥ _i

二二三ノン｣回国

ビーチボ-ルバレ-大会

◆期　日◆10月21日(日)

◆会場◆震業者トレ-二ングセンタ-

優　勝　河内クラブ

準優勝　スカイリバ〇

第3位　第2分館

優勝した河内クラブのみなさん

歩け歩け会参加害募第!
◆期　日◆平成19年12月9日(日)予備日16日(日)

◆会場◆つくばりんりんロ-ド

(岩瀬一真壁　約10k調)

◆定員◆120名

◆申込み◆所定の申込用紙に必要事項を記入し､中央

公民館までお願いします｡

率戯20筆戦入試のお知らせ

◆日　時◆平成20年1月13日(日)

受付9:30へ　式典10:00へ

◆会場◆中央公民館･農村環境改善センタ-

◆対象者◆河内町内在住者へ　町内中学校卒業者

(S62　4.2へS63.4 1生まれ)

平成19年..成人祝賀パ-テイ''から

-,勅粧密;,留,I,,?,,. f,患



インタ｢ネットを利用した �+8.x,兢iy�,X諄*(.(+x*ﾒ��

確定申告等の手続 �6ﾈ6(6x,X,x+�,X.��ﾈﾙ�Xﾇ��Z��RﾕF���ﾙ��Y6H���ﾈﾙ�YEｹ�X5h5�6X8��

ー便利なe-Tax(国税電子申告･納税システム)を 

始めてみませんか- 

平成22年度までにインタ-ネットを利用した確定申告e-Tax利用率50%以上｢世界｣便利で効率的な電子行

政｣を目指しています｡

(DHPからカンタン申告

国税庁ホームぺ-ジの｢確定申告書等作成コーナ-｣から直接電子申告ができます｡

(②最高5, 000円の税額控除

本人の電子署名及び電子証明書を付して所得税の確定申告をe-Taxで行うと､最高5, 000円の所得税の税額控

除を受けることができるようになりました(平成19年分又は平成20年分のいずれか1回)｡

③添付書類が提出不要

所得税の確定申告をe-Taxで行う場合､医療費の領収書や源泉徴収票等は,提出に代えて､記載内容を入力

して送信できるようになりました(確定申告期限から3年間.添付書類の提出又は提示を求められることが

あります)｡

④還付金がスピ-ディ-

e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています(3週間程度に短縮)｡

喜利用環境

①冊ndowsをご利用の方OS　2000, XP及びvisla対応

ブラウザ!nte｢nel Explo｢e｢6.0 Service Packl/2

及びInle｢net Explo｢e｢7.0対応

②Macintoshでもご利用いただけます｡

喜e-丁axの利用開始届出書の作成及び提出の手続は今すぐ 辞も

g

e-Taxホ-ムぺ-ジから届出書の作成と提出ができます｡

詳しくはe-T租xホ-ムぺ-ジをご覧ください｡

http: //www.e - tax nta.go.｣P

me-丁ax利用開始届出書提出後の手続の流れ

①税務署から｢e-Tax利用者識別番号及び暗証番号｣通知書が送付される｡

(開始届出から概ね25日以内)

(∋電子証明書の取得(住民基本台帳カ-ドの取得費用1, 000円程度)

※住民基本台帳カ葛ドの発行には.概ね10日前後の日数を要しますので手続きはお早めにお願いします｡



河内第〇幼稚園では､平成20年度に入園を希望する幼児を次のとおり募集します｡

定　　　員　70名まで

幼児の年齢　3歳児　平成16年4月2日から平成17年4月1日までに生まれた幼児

3歳児について､入園した年度は4歳児と同じクラスになります｡

4歳児　平成15年4月2日から平成16年4月1日までに生まれた幼児

5歳児　平成14年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた幼児

募集期間　平成19年11月19日(月)から12月7日(金)まで

受付時間　午前9時から午後5時まで

申請方法　募集期間内に幼稚園に備えてある｢入園申込書｣に

記入のうえ､直接､第二幼稚園までお申込みください｡

河内第｣幼稚園の概要は､河内第｣幼稚園ホ-ム

ぺ葛ジをご覧ください｡

入園申込書は,同ホ葛ムぺ-ジからもダウンロ-ti-

できます｡

⇒ (h廿p://-.edu-kawachi ｣p/k主da高chi/)

お申し込み･お問い合わせ先

河内第一幼稚園

河内町生板2615-1川84-3589

.,,,踊, ,密;,留潟.壱E
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花
果
を
食
､
亨
か
女
の
太
さ
指

大

塚

一

重

饉

　

勲

か

わ

も

矩

歌

会

か
わ
も
俳
画
芸

大
の
字
の
宮
子
に
掛
け
や
る
夜
寒
か
な

橋
爪
　
か
ん

ぐ
り
三
つ
の
せ
て
婆
さ
ん
の
置
き
手
紙

溝
板
と
し
お

思
い
出
の
風
よ
ぶ
ご
と
-
秋
桜

鴻
野
　
た
け

病
み
て
臥
す
窓
い
っ
ぱ
い
に
秋
の
雲

大

関

　

さ

と

澄
む
空
に
消
え
て
又
鴻
-
秋
の
雲

吉
田
　
四
郎

草
の
実
や
文
夫
が
と
り
え
五
十
路
坂

遠
藤
　
正
雄

秋
螺
の
た
た
み
て
小
さ
さ
巽
か
な

田

中

康

夫



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

認三二　.茎辛酸駒
禁煙は.健康のためlこ最も効黒の高い方法です
-タバコはあなただけの問題ではありません-

｢タバコは体に悪い｣ということはすでにどこかで耳にした言葉だと思います｡しかし､心のどこかで

自分だけは大丈夫!と思っている方も多いのではい｡タバコが燃えたときに出る煙には-酸化炭素とベン

ゼンが含まれており､ベンゼンはごみから出るダイオキシンのモトになる物質です｡この煙を毎日何回も

吸っていたらどんな影響がでるのでしょうか｡ =のグラフは.たった-つ注意するだけでもがんを30%も

科学蒜等¥　　卵] 30%

国璽園田

萱#;*�r��

予防ができると言う事を表しています｡

タバコを吸わない人と比べると,がんの死亡率が肺がん4. 45

倍,膀胱がん1.61倍､胃がん1.45倍､食道がん2.24倍､咽頭

がんはなんと32.5倍,子宮がんも1.6倍増えるというデ-タが

あります｡ (成毛詔夫監修･肺がん予防ガイドより)

さらに､喫煙者の夫をもつ妻は､夫婦とも吸わない人と比べ

ると肺がんの発生率は1.9倍へ3.4倍になるといわれています

(受動喫煙)｡知らずしらずのうちに,大切な人までを危険に

がんの原因(ハ-バ-ド大学･1996年)調べ　　さらしていると考えたらとても怖いことですね｡

タバコはお金と時間の無執更い｡ 1年で10万円以上i 画題監
タバコ1箱300円として､ ｣日1箱×365日二109,500円になります｡ 10万円といったら,毎年立派な電

化製品が買える値段です!海外旅行にも行けちゃいますよね｡さらに時間も無駄にしているのです｡タバ

コを1本吸うのに約5分｡ ｣日20本吸うとしたら､ 5分×20本二100分(1時間40分)｡喫煙所への移動の

時間も考えると､かなりのロスです｡その分､仕事をしましょう｡

さらに､タバコを1日20本吸う人は,吸わない人より平均7年寿命が短いといいます｡そこを計算する

とへ1本あたり10分寿命を縮めることになります｡吸うのに5分十寿命を10分縮める二15分のロスという

ことになります｡時間もお金もそうとう無駄にしてしまいますよ｡

タバコは美容の大敵!スモ臆カ臆フェイスにこ周心!



これからも明るく元気に!

-平成19年度河内町敬老福祉大会-

｢みん柏で驚く　芝の一球｣

三可同町スポーツ少古田
エンゼルス県大会出場

1

広撒かわぢ
'r成1舞=11/J (¥o｣6｣)

★団昌薫篤★

エンぜIしスでは､新規メンバ-を臨時費

焦しています｡興味のある方は.気軽に見

学iこ来てください｡

場　所:長竿小学叔倣宵態

練習日.毎週火･ホ　午後6時半へ9時

土　　午前9時一正午

連絡先:小宴まで(吼84-303ら)

｢　　　　　　　　~~　~　　　　　　~~

｣臆臆　　　　臆

_
 
o
月
_
 
4
日
､
河
内
中
学
校
体
育
館
を

会
場
に
､
町
内
の
7
0
歳
以
上
の
方
を
招

待
し
敬
老
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
今
年
､
招
待
を
受
け
た
人
数
は
2
.
3

2
3
人
で
河
内
町
の
人
口
　
(
平
成
-
 
9
年
-
 
o

日
工
現
在
)
の
約
2
 
-
%
に
あ
た
り
ま
す
｡

式
典
で
は
､
百
五
賀
之
祝
褒
賞
　
(
1
0

5
歳
･
-
名
)
､
百
四
賀
之
祝
褒
賞
　
(
1
0

4
歳
･
-
名
)
　
の
ほ
か
長
寿
褒
賞
　
(
9
9
歳

-
9
5
歳
･
3
 
1
名
)
､
米
寿
褒
賞
(
8
8
歳
･
3
9

名
)
､
傘
寿
褒
賞
　
(
8
0
歳
･
-
-
3
名
)
　
高

砂
夫
妻
褒
賞
(
と
も
に
8
0
歳
以
上
･
-
7
組
､

前
年
受
賞
者
は
除
く
)
　
の
表
彰
が
行
わ
れ

褒
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
｡
そ

の
あ
と
受
賞
者
を
代
表
し
て
福
智
寅
さ
ん

よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

そ
の
他
､
当
日
は
小
中
学
生
に
よ
る
福

祉
作
文
の
発
表
や
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

等
の
他
､
河
内
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
吹

奏
楽
演
奏
が
披
露
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

河
内
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
エ
ン
ゼ
ル
ス
が
第
2
4
回
茨
城
新

聞
社
杯
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
大
会
に
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
｡

エ
ン
ゼ
ル
ス
は
､
新
体
制
の
も
と
3
年
目
の
今
秋
､
初
め
て
挑

ん
だ
同
大
会
県
南
支
部
大
会
に
て
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡
県
南
支
部
大
会
は
粘
り
強
い
プ
レ
-
で

ボ
ー
ル
を
繋
ぎ
､
速
さ
あ
る
攻
撃
で
相
手
チ
ー
ム
に
勝
利
〃
特

に
シ
-
ド
チ
-
ム
と
の
対
戦
で
は
､
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
好
プ

レ
-
と
い
う
形
と
な
り
3
セ
ッ
ト
フ
ル
セ
ッ
ト
の
激
戦
の
未
に
勝

利
を
も
の
に
し
ま
し
た
｡
｢
み
ん
な
で
繋
ぐ
　
そ
の
一
球
｣
　
を
モ
ッ

ト
丁
と
す
る
エ
ン
ゼ
ル
ス
ら
し
い
全
員
バ
レ
ー
の
勝
利
で
し
た
｡

-
o
月
2
7
日
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
は
､
強
豪
チ
ー
ム
が
並
ぶ
中
､

接
戦
の
末
敗
返
し
､
初
戦
突
破
の
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
､

子
ど
も
た
ち
は
､
初
め
て
の
大
舞
台
で
の
試
合
を
頑
張
り
ま
し
た
｡

エ
ン
ゼ
ル
ス
は
､
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
活
躍
を
皆
さ
ま
に

報
告
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
｡
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オーケストラと具だ[
-本物の舞台芸術体験事業(文化庁主催)-

◆○○音喜一i音-一〇一--臆臆｣一〇｣-~'i

輔弼一謹国軍

竜ヶ崎警察署協議会を開催
9月19日､牛久警察署において､竜ヶ崎警察署と牛久

警察署の合同協議会が開催されました｡

従来､牛久市は竜ヶ崎警察署が管轄しておりましたが､

平成17年4月に牛久警察署が新設されて管轄区域を分け

ることとなりました｡このように竜ヶ崎警察署と牛久警

察署は､歴史的にも地理的にも深いつながりがあること

から､今回､合同で警察協議会を開催しました｡

必▲妙かわぢ
I/′/要1研/-ll/I 0() ′01)

g

_
 
o
月
1
 
0
日
､
河
内
中
学
校
体
育
館
に

お
い
て
､
文
化
庁
主
催
に
よ
る
　
｢
本
物

の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
｣
　
が
あ
り
､
東

京
シ
テ
ィ
･
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管

弦
楽
団
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

今
回
の
公
演
に
は
､
町
内
小
学
校
4

校
の
4
-
6
年
生
の
児
童
と
中
学
校
2

校
の
生
徒
が
出
席
し
ま
し
た
｡
公
演
で

は
､
中
学
生
が
オ
-
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

に
よ
る
各
校
の
校
歌
斉
唱
や
　
｢
大
地
讃

頒
｣
　
を
合
唱
し
た
り
､
指
揮
者
体
験
コ
-

ナ
-
で
は
､
実
際
に
指
揮
者
と
な
っ
て

オ
-
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
す
る
な
ど
普
段

は
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
オ
-
ケ

ス
ト
ラ
と
の
共
演
と
い
う
貰
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
｡

生
徒
た
ち
は
､
オ
-
ケ
ス
ト
ラ
の
迫

力
あ
る
演
奏
に
感
動
し
て
い
る
様
子
で
､

公
演
後
に
は
大
き
な
拍
手
が
会
場
内
に

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
｡

こ
の
事
業
は
､
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
児
童
･
生
徒
に
､
優
れ
た
舞
台

芸
術
を
鑑
賞
し
､
芸
術
文
化
団
体
に
よ

る
実
演
指
導
､
ワ
-
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
こ

れ
ら
の
団
体
等
と
の
共
演
に
参
加
し
､

本
物
の
舞
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
､
芸
術
を
愛
す

る
心
を
育
て
､
豊
か
な
情
操
を
養
う
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
｡

協
議
会
で
は
､
委
員
か
ら
飲
酒
運
転

根
絶
方
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
｡

○
改
正
道
路
交
通
法
の
内
容
に
つ
い
て

周
知
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
､
周
知

に
努
め
て
ほ
し
い
｡

○
飲
食
店
に
つ
い
て
､
運
転
者
に
は
酒

を
出
さ
な
い
施
策
　
(
店
舗
入
り
口
へ

の
表
示
等
)
　
を
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
｡

○
飲
酒
運
転
根
絶
に
つ
い
て
､
家
庭
で

の
話
し
合
い
､
子
と
も
(
児
童
･
生
徒
)

か
ら
の
教
育
等
を
考
え
て
ほ
し
い
｡

竜
ヶ
崎
警
察
署
に
お
い
て
は
､
こ
れ

ら
の
貴
重
な
御
提
言
を
受
け
､
飲
酒
運

転
の
取
り
締
ま
り
の
強
化
､
交
通
安
全

教
育
等
に
力
を
入
れ
､
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

警
察
署
協
議
会
と
は
､
警
察
署
長
が

住
民
の
方
々
の
代
表
で
あ
る
協
議
会
貝

か
ら
意
見
･
要
望
等
を
伺
い
､
こ
れ
に

誠
実
に
対
応
し
て
警
察
署
の
業
務
運
営

を
改
善
す
る
と
と
も
に
､
警
察
署
の
業

務
運
営
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め

る
も
の
で
す
｡



◇豊田新利根土地改良(3期) 〈〉

徴収日は11月30日です

必殺かわぢ
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生
活

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
2
0

年
1
月
-
量
目
か
ら
変
わ
り
ま
す
｡

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
､
市
町

村
に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努

力
義
務
等
を
定
め
た
､
配
偶
者
暴

力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
､
平

成
-
 
9
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
､

7
月
‖
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
｡

○
改
正
の
主
な
囚
容

量
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

1
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅

迫
を
受
け
た
被
害
者
に
係
る

保
護
命
令

2
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命

令
3
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近

禁
止
命
令

Ⅱ
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努

力
義
務

Ⅲ
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
-

に
関
す
る
改
正

Ⅳ
裁
判
所
か
ら
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
保
護
命
令

発
令
の
通
知

詳
し
く
は
､
役
場
町
民
課
福
祉

係
　
(
Ⅲ
8
4
-
2
-
-
1
)
　
ま
で
｡

内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

(
h
二
p
‥
¥
¥
竃
.
〇
O
e
n
d
①
工
彗
∴
p
¥

?
≦
W
¥
i
n
d
①
X
.
三
日
)
　
を
開
設
し

て
い
ま
す
｡

｢
落
と
し
物
等
｣

の
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
｡

遺
失
物
法
が
_
2
月
_
0
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
｡

○
持
ち
主
の
わ
か
ら
な
い
落
し
物

や
忘
れ
物
は
､
3
カ
月
経
過
す

る
と
拾
っ
た
方
が
そ
の
物
件
を

引
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

○
傘
･
衣
類
な
ど
大
量
･
安
価
な

物
等
は
､
2
週
間
以
内
に
落
と

し
主
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は

売
却
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

○
落
と
し
物
や
忘
れ
物
が
県
警
の

ホ
ー
ム
ぺ
-
ジ
で
公
表
さ
れ
､

探
し
や
す
く
な
り
ま
す
｡

○
動
物
愛
護
法
に
よ
る
引
取
り
の

対
象
と
な
っ
た
　
｢
所
有
者
の
判

明
し
な
い
犬
･
ね
こ
｣
　
は
遺
失

物
法
の
対
象
外
と
な
り
､
県
等

が
引
き
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

落
と
し
物
や
忘
れ
物
を
し
た
場

合
は
､
警
察
署
ま
た
は
交
番
･

駐
在
所
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
｡駅
や
店
舗
な
ど
の
施
設
で
拾
っ

た
場
合
に
は
､
そ
の
施
設
に
届

け
て
く
だ
さ
い
｡
施
設
以
外

(
路
上
等
)
　
で
拾
っ
た
場
合
に

は
､
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
･

駐
在
所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
｡

問
い
合
わ
せ
先

竜
ヶ
崎
警
察
署

Ⅲ

6

2

-

o

1

-

0

茨
城
県
i
.
�
ｨ
7
ｪ
(
8
�
7
x
�
ｸ
5
p

h
二
p
‥
¥
¥
葦
毛
.
雪
e
工
i
b
a
｢
a
k
i
.

j
p
¥
k
婁
k
①
i
¥

司
法
書
士
無
料
電
話
相
談

司
法
書
士
が
､
｢
賃
金
未
払
い
｣

｢
サ
-
ビ
ス
残
業
｣
　
な
ど
違
法
な

労
働
実
態
の
声
を
聴
き
､
法
的
解

決
に
導
き
ま
す
｡

自
尊

‖
月
2
3
日
　
(
金
･
祝
日
)

午
前
1
 
0
時
-
午
後
4
時

受
付
電
話
番
山
号

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

2

-

8

2

8

7

Ⅲ

o

2

9

･

3

0

2

･

8

2

8

8

相
談
料
　
無
料

相
談
例

職
場
の
休
日
行
事
に
参
加
し
て
も

代
休
も
な
い
し
残
業
代
も
出
な
い
｡

上
司
か
ら
言
葉
の
暴
力
を
受
け
て

い
る
｡
賃
金
が
3
カ
月
も
支
払
わ

れ
て
い
な
い
｡
な
ど

主
催
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
司
法
書
士
会

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

5

-

0

-

-

-

茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

不
正
軽
油
の
取
締
り
に
ご
協

力
を
(
不
正
軽
油
/
B
D
F
)

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
｡

大
気
汚
染
等
も
引
き
起
こ
し
ま
す
｡

･
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
車
の

燃
料
と
し
て
販
売
･
使
用

･
軽
油
を
灯
油
や
重
油
で
水
増
し

･
灯
油
や
重
油
を
混
和
し
て
製
造

し
た
油
を
　
｢
軽
油
｣
　
と
偽
り
販

売
･
使
用

環
境
破
壊
を
伴
う
こ
れ
ら
の
脱

税
行
為
　
(
軽
油
取
引
税
3
2
･
1
円

/
㍑
)
　
を
､
茨
城
県
は
厳
し
く
取

締
ま
っ
て
お
り
ま
す
｡
こ
れ
ら
に

つ
い
て
見
聞
き
し
ま
し
た
ら
､
左

記
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
｡

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
｡

ま
た
､
廃
食
油
な
ど
か
ら
つ
く

る
　
｢
B
D
F
　
(
バ
イ
オ
･
デ
ィ
-

ゼ
ル
･
フ
ュ
エ
ル
)
｣
　
も
､
課
税

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
､
製
造
･
使
用
前
に
必
ず
県

税
事
務
所
に
ご
連
絡
､
ご
相
談
く

だ
さ
い
｡

連
絡
先

不
正
軽
油
-
1
0
番

皿

o

-

2

0

-

2

4

-

-

7

4

4

土
浦
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

2

-

7

2

-

2
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｢
働
く
人
の
心
の
健
康

相
談
室
｣
開
設

茨
城
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
-

で
は
､
勤
労
者
が
ス
ト
レ
ス
か
ら

心
の
健
康
を
守
り
､
よ
り
よ
い
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
心

の
健
康
対
策
と
し
て
､
｢
働
く
人

の
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
室
｣
　
を
-
 
2

月
-
 
0
日
か
ら
開
設
し
ま
す
｡

｢
気
分
が
沈
ん
で
意
欲
が
出
な

い
｣
､
｢
職
場
の
人
間
関
係
､
将
来

の
こ
と
で
悩
み
が
あ
る
｣
､
｢
さ
さ

い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
､
怒

り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
､
緊
張
し
や

す
く
な
る
｣
､
｢
仕
事
の
能
率
が
悪

く
な
る
｣
､
｢
ア
ル
コ
-
ル
の
量
が

増
え
る
｣
　
と
い
っ
た
､
勤
労
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ご
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
｡

相
談
は
､
面
談
又
は
電
話
相
談

で
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
-
が
対
応

し
ま
す
｡
料
金
は
無
料
で
す
｡

対
象
者

勤
労
者
本
人
と
そ
の
家
族
､
そ
の

他
関
係
者
等

相
談
面
容

仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精
神

的
な
悩
み
､
職
場
の
対
人
関
係
の

悩
み
等
の
勤
労
者
生
活
を
通
し
て

の
悩
み
な
ど
｡

プ
ラ
イ
バ
シ
-
は
厳
守
し
ま
す
｡

又
､
本
相
談
は
､
直
接
､
治
療

を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

治
療
等
が
必
要
な
場
合
は
､
専
門

の
医
療
機
関
又
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
ル
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
｡

､
ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ

独
立
行
政
法
人
　
労
働
者
健
康
福

祉
機
構
　
茨
城
産
業
保
健
推
進
セ

ン
タ
-
　
｢
働
く
人
の
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
室
｣

水
戸
市
両
町
1
-
3
-
3
5
　
水
戸

南
町
第
一
生
命
ビ
ル
4
F
産
業
保

健
推
進
セ
ン
タ
-
内

相

o

2

9

-

3

0

0

-

1

2

2

1

手
≡
二
　
目
二
〇
㊥
i
b
a
｢
a
k
i
-
s
a
壱
e
.

ヨ毎
月
第
2
･
第
4
月
曜
日
　
午
後

3
時
-
午
後
6
時
　
(
祝
日
･
年
末

年
始
等
除
く
)

★
ご
予
約
は
､
平
日
の
午
前
8
時

3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
お
受
け

し
て
い
ま
す
｡
(
祝
日
･
年
末
年
始

等
除
く
)

★
平
喜
a
二
で
の
ご
予
約
は
随
時
お

受
け
し
ま
す
｡

『
標
準
営
業
約
款
制
度
[
s
マ

ー
ク
]
を
ご
存
知
で
す
か
-
』

標
準
営
業
約
款
制
度
は
､
消
費

者
(
利
用
者
)
擁
護
の
た
め
に
法
律

で
定
め
ら
れ
た
制
度
で
す
｡

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た
､
｢
理
容
店
｣
､
｢
美
容
店
｣
､

｢
ク
リ
-
ニ
ン
グ
店
｣
､
｢
め
ん
類

飲
食
店
｣
､
二
股
飲
食
店
｣
　
で
は
､

店
頭
に
s
マ
-
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
｡
登
録
店
は
､
安
全
･
清
潔
･

安
心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お

店
で
す
｡

S
,
二
三
¥
-
安
心
､
安
全
　
(
保
険
加

入
で
事
故
補
償
)

三
一
-
衛
生
　
(
清
潔
)

三
三

(
財
)
茨
城
県
生
活
術
生
首
業
指
導

セ
ン
タ
-

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

5

-

6

6

0

3

冊
h
二
p
‥
¥
¥
茎
W
.
S
e
i
e
i
.
三
二
p
¥

i
す
雪
a
k
i
¥

茨
城
県
最
低
賃
金
改
正

-
守
ろ
う
-
確
か
め
よ
う
-
こ
の
最
低
賃
金
~

茨
城
県
最
低
賃
金
が
､
平
成
-
9

年
_
 
o
月
2
0
日
か
ら
時
間
額
6
6
5

円
　
(
引
上
げ
額
-
o
円
)
　
に
改
定
さ

れ
ま
す
｡

こ
の
茨
城
県
最
低
賃
金
は
､
本

県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
と
そ

の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
(
臨
時
に
雇
用
さ
れ
る
者
､
パ
-

ト
タ
イ
マ
-
 
､
ア
ル
バ
イ
ト
等
を

含
み
ま
す
｡
)
　
に
適
用
さ
れ
ま
す
｡

仮
に
､
使
用
者
と
労
働
者
の
双
方

が
合
意
し
た
上
で
最
低
賃
金
未
満

の
賃
金
額
を
定
め
た
場
合
に
あ
っ

て
も
､
そ
の
賃
金
は
無
効
と
さ
れ
､

茨
城
県
最
低
賃
金
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
｡
(
な
お
､
特
定
の
産
業
に

は
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
､
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡
)

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
細
は
､

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

又
は
､
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
｡

お
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
労
働
局
基
準
部
賃
金
室

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

4

-

6

2

-

6

龍
ヶ
崎
労
働
基
準
監
督
署

Ⅲ

6

2

-

3

3

3

-

茨
城
労
働
局
ホ
-
ム
ぺ
-
ジ

h
二
p
‥
¥
¥
蔓
∴
b
a
r
a
k
i
｢
2
d
害
k
y

e
k
≡
o
害
二
p
¥

｢
N
A
S
V
A
交
通
事
故
被

害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
｣
開
設

1
0
月
-
日
よ
り
全
国
の
交
通
事

故
被
害
者
及
び
家
族
等
の
皆
さ
ま

を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
電
話
相

談
窓
口
　
『
N
A
s
V
A
交
通
事
故

被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
　
を
開
設

し
ま
す
｡

耽

0

5

7

0

-

0

0

0

7

3

8

(
土
･
日
･
祝
日
､
年
末
年
始
を

除
く
午
前
9
時
-
午
後
5
時
)

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
茨
城
支
所

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

6

-

0

5

9

1

〒

3

1

0

-

0

0

2

6

水
戸
市
泉
町
3
-
-
-
2
8
第
2
中

央
ビ
ル
4
F

ご
案
内

網
膜
色
素
変
性
症
講
演
会

､
日
時

平
成
_
9
年
_
2
月
_
3
日
　
(
木
)

午
後
2
時
-
4
時
　
(
午
後
-
時
3
0

分
か
ら
受
付
開
始
)

場
所

竜
ヶ
崎
保
健
所
2
階
会
議
室

(
龍
ヶ
崎
市
2
9
8
3
-
1
)

¥
内
容

講
演
　
｢
網
膜
色
素
変
性
症
の
診
断

と
治
療
に
つ
い
て
｣

講
師
-
龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院

眼
科
医
師
　
中
野
伸
一
郎
先
生
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対
象
ゼ
ロ

網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
様
や
ご

家
族
､
疾
患
に
関
心
の
あ
る
一
般

の
方定
員
　
的
名

費
用
　
無
料

お
申
し
込
み
方
法

電
話
に
て
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
｡
(
申
込
時
に
講
師
へ
の
質

問
を
伺
い
ま
す
｡
)
　
‖
月
o
O
日

(
金
)
　
締
め
切
り
｡

お
申
し
込
み
･
お
問
い
合
わ
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健
指
導
課

皿
6
2
-
2
3
6
了
　
(
直
通
)

第
6
回
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

.
E
n
い
ば
ら
き

認
知
症
の
本
人
や
介
護
す
る
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
い
ば
ら

き
づ
く
り
の
た
め
に
､
認
知
症
の

正
し
い
知
識
や
介
護
の
あ
り
方
を

普
及
す
る
フ
ォ
-
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
｡

-
i
帳
‖

平
成
1
 
9
年
1
 
2
月
2
日
　
(
日
)

午
後
o
時
3
0
分
-
午
後
4
時
4
0
分

(
開
場
正
午
か
ら
)

t
勝
報
帥

つ
く
ば
国
際
会
議
場
(
エ
ポ
カ
ル

つ
く
ば
)
大
ホ
-
ル

つ
く
ば
市
竹
園
2
-
2
0
-
3

Ⅲ

o

2

9

-

8

6

-

-

0

0

0

-

対
象

一
般
　
認
知
症
介
護
家
族
の
方
､

行
政
関
係
者
､
福
祉
･
医
療
関
係

者
､
(
社
)
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
関
係
者
な
ど

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
｡

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
｡

お
問
い
合
わ
せ
先

(
社
)
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
茨

城
県
支
部
(
筑
波
記
念
病
院
内
)

皿

o

2

9

-

8

6

4

-

-

2

1

2

(
代
表
)

-

o

2

9

-

-

8

7

9

　

-

　

0

8

0

8

第
1
 
4
回
ク
リ
ス
マ
ス
･
チ
ャ
リ

テ
ィ
･
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

N
a
r
l
t
a
 
A
]
r
p
o
r
t
C
h
n
s
t
m
a
s
2
0
0
7

今
年
の
テ
-
マ
は
『
P
-
e
a
s
u
｢
e

-
つ
〔
h
①
S
K
Y
こ
』
｡
よ
ろ
こ
び
い
っ

ぱ
い
成
田
空
港
で
の
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
1
･
今
年

も
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
ス
テ
-
ジ
､

豪
華
商
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
､

巨
大
ツ
リ
-
の
点
灯
式
な
ど
内
容

盛
り
だ
く
さ
ん
-
･
楽
し
く
て
､

し
か
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ク
リ
ス

マ
ス
｡
成
田
空
港
な
ら
で
は
の
ク

リ
ス
マ
ス
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
｡

1
｢
士
r

平
成
_
 
9
年
_
 
2
月
1
 
5
日
　
(
土
)
　
午
前

‖
時
-
午
後
6
時
　
(
予
定
)

場
所

成
田
国
際
空
港
第
2
旅
客
タ
-
ミ

ナ
ル
ビ
ル
前
中
央
広
場

☆
主
な
イ
ベ
ン
ト
☆

･
お
笑
い
ス
テ
-
ジ
-
未
定

･
キ
ャ
ラ
ク
タ
-
シ
ョ
-
-
未
定

･
ア
-
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
プ
-
未
定

･
地
元
団
体
･
空
港
内
テ
ナ
ン
ト

等
に
よ
る
出
店

･
大
抽
選
会

※
収
益
金
は
空
港
周
辺
の
養
護
･

福
祉
施
設
､
社
会
福
祉
協
議
会
､

日
本
赤
十
字
社
等
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
｡

※
お
願
い
※

ご
来
場
の
際
は
､
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
　
(
運
転
免
許
証
､
健

康
保
険
証
､
学
生
証
等
)
　
を
ご
持

参
下
さ
い
｡

お
問
い
合
わ
せ
先

第
-
4
回
ク
リ
ス
マ
ス
･
チ
ャ
リ
テ
ィ
･

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
　
(
N
A

A
)
　
地
域
共
生
部

Ⅲ

o

4

7

6

-

3

4

-

5

8

5

8

5

3

8

5



｢いばらき子育て家庭優待制度｣が始まりました

県では､子育て家庭を応援するため｢いばらき子育て家庭優待制度｣を10月21日より始めました｡県が

発行する｢いばらきKi d s Cl ub｣カ-ド(写真)を協賛店舗などで提示すると,料金割引や粗品

進呈などのサ-ビスが受けられます｡カ-ドは,幼稚園,認可保育所､各学校などを通じて配布をしてお

ります(ぎょうたいの構成などにより配布された学校･学年は異なります)｡第1子妊娠中の方や在宅の

お子さんがいるご家庭については窓口でお受け取りください｡

◆対　象:妊娠中の方や18歳未満の子どものいる家庭　¥費宣J也iはI地異CJ|lg通!

(1家庭につき1枚)

◆配布方法: 10月15日(月)から教育機関などを通じて配

布を開始しています｡第1子妊娠中や在宅のお子さん

がいるご家庭は､町民課窓口で配布しています｡

◆協賛店舗等:県子とも家庭課のホ-ムペ-ジ

h ttp ://-.p ref. iba｢a ki.j p/bukyoku/hoken仲山ku.htm

をご覧ください｡

※事業主の皆さま...協賛店等は,随時受け付けておりますので,希望する場合には,いばらきK i a s

C 1 u bホームページ(http://w-.kids.p｢ef.1ba｢akl.jp/kids/PC/)をご覧ください｡

◆問い合わせ:河内町役場町民課住民グル-プ　T巳し84-2 1 1 1(内線186)

駕器謹言､誓霊こ向けた県内の子育て支援情報　E
(主に乳幼児一小学生向け)や各種イベント情報などを.携帯電話またはパソ

コンに配信します〇　　　　　　　　　　　　　　　　　回

登録はコテラから　http://www, kids. p｢ef. iba｢aki,｣p

地域懇談会を開催します
｢太陽が光りかがや<水とみどりの調和した安心して暮らせるまち　河内｣を目指して､住民

の皆さまの町政に対する意見や要望をいただき､今後の行政運営に反映させてい<ため､今年

度も地域懇談会を以下の日程で開催します｡多くの皆さまの参加をお待ちしております｡

日　にち　　　　　　　　　　　場　　所　　　　　　　　　　　時　　間

1 1月28日(水)　　　　　　　つつみ会館

1 1月29日(木)　　　　　　　改善センタ-

1 1月30日(金)　　　　　　役場2階大会議室

1 2月　3日(月)　　　　　　　福祉センター

午後7時一

必~撤かわぢ
I/'T/u釣,卵--/ I// (1の｣6'J)
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定　例　梱　談

心配ごと相談

日　　時12月3日旧)午前10時一正午

12月17日伯)午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館
問合せ先　河内町社会福祉協議会
曾84-2830

教育相談

日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局
問合せ先　曾84-3322

圃84-4730

成田空港に関する相談

日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階
(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-
曾84-50 1 7

交通事故相談

日　　時　日一金曜日

午前9時一正午午後1時→4時30分
弁護士相談　水曜日

午後1時一4時(要予約)

場　　所　土浦合同庁舎　本庁舎3F
問合せ先　県南地方交通事故相談所
曾029-823-1 1 23

交通事故発生状況
町内の交通事故1 0月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　3件(-2) (44)

死者数　　　　　　0人(±0) (0)

負傷者数　　　　　　5人(-2) (65)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　7人

おくやみ　　12人

転　　入　　　34人

転　　出　　1了人

人口･世帯
平成19年11月1日現在

人　口　11,035人　(+12)

男　　　5,443人　(+3)

女　　　5,592人　(十9)

世帯数　　3,41了世帯(十3)

役　　　　場創4-2111教育委員会学校教育G創4-3322

都　市上下桶G創4-236-事務局生涯学習G認諾;3
整備課建設環境G創4-29之1福祉センター馴4-3699

つ　つ　み　会　館曾86置3了40保健　セ　ン　タ　ー曾84-4486

搬包括支援センタ- a60-4071防(警墓雷)圭p84-2212

社会福祉協議会曾84-2830シルバー人材センタ-曾84-5455

2日

9日

16日

23日

24日

龍ヶ崎地区
江戸崎地区　臆臆

内　科　　　　　外　科

江戸崎病院　　　鴻巣クリニック　野村医院
曾029-894-2611曾61-0151　　　曾62-6561

角崎クリニック　さくらクリニック　いしかわ91ノニック
曾029了-87-6030　曾65｢21 1　　　曾62-0378

和田医院　　　　山本医院　　　　いがらしクリニック
曾029-894-241 2　曾66-3348　　　　曾62-0936

矢野整形外科医院陸の内科松葉クリニック秋本脳神経外科
宙029-892-212了　E65-7282　　　　E64-3311

竹尾医院　　　　朝野循環器科クi)ニック菊地整形外科
曾0297-86-2436　E62-0178　　　　864-6111

29日　　平常通り

30日

31日

若松内科胃腸科医院斎藤クリニック
曾64-0533　　　　曾64-3 527

鈴木クリニック　野上小児科医院　弾軸外漉酬海U=./ク
曾029-892-3640　曾65-33了5　　　　曾62-3761

古橋医院　　　　うちだ医院　　飯野クリニック
曾029-978-37了0　曾64-8821　　　曾60-2323

.¥く休日当番医は変更することがあり*す.

診療を受ける際は､必ず電話でこ確認ください｡

｣ _堕塾坦.と塁亘4_二生壁陸選‡三とFでき=t｡
救急医癖備報コントロ-ルセンタ-　曾029-241-4199

救急医廉情報システム
ホ-ムペ-ジ　htto //wwwqcIPrefibaraki J〕/

携帯サイト　ht巾//qqp｢eflba｢aki｣P/kt/

資源　回　収　日｣｣燃えないごみ収集里｣

A地区　4･18　C地区11･25　A地区　　　　C地区

8

B地区13･27　D地区　6･20　B地区　　　　D地区

削

_燃えるごみ収集日｣｣里三三_?9_i;旦些

全地区　毎週月･水･金曜日　　12月中の予約-｢月5日

l

醐牢駕絡嘉, n


